






Excitation of Electron Plasma Wave by Using 
the Slow凶aveguidingCircuit I1 
Haruyuki HAYASHI and Toshitaka 10EHARA 
The possibility of the excitation of electron plasma waves 
by using the slow waveguiding circuit is discussed， under the 
assumption of a plasma with the inhomogeneous density distribution. 
The surfaces of launched waves and the fea七uresof their propagation 
are studied for the plasma with the density gradient oblique to the 
magnetic field. The results can be explained as the development 







めには、大出力の発振器からの信号を位相速度の極めて遅い (v"，<<C )プラズマ波に結合させてP 
効率よく乙の波のエネルギーに変換する必要があり、その有力な手段として、遅波回路を用いる
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である。
eは充分小さいと仮定し、 z方向の波数 k が固定されていることにより、 n万向の波数がz 






、?? ??? 、???、 、 ?? ?， ，?、???、 、 ? ? ????? ， ???， ， ? 、?? (7) 
となる。(5 )古と(7 )責を(1 )長へ代入すると、次のようなゆ(p)に関する方程責
を得る。 7) 
a ~K ~中- ik ( .g. K + K ~一)中- k-K 中 O.







ω~ ( P )ω乙p/ρ(9)νpo 0 
乙のとき、 P方向の波数 kpは一般に 0 の関数となるので、
ρ 、
中(p )中(0 ) exp I -il k do I 
ー IA P 10 
とすると、方程賞(8 )は変形されて次責のようになる。
(10) 
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2 L .2 図 2および図 3は、プラズマ・パラメーター α=(ω/ω ) と s=(ω/ω γ のさまざまな
c po po 
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Normalized axial distance z/X。
図 2 s をパラメーターとした等位相線図 α〉自 の揚合
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図 3 α をパラメーターとした等位相線図 α<s の場合
244 
にとれば、等位相線はη方向へ平行移動するととになる。
また、 WKB近似の妥当性を検討した結果、 ρの極く小さい値(pjp < 0.08)を除いて、こ
O 
の近似が正しいという結論を得たD 図 3の点線は、各プラズマ・パラメーター α，6 に対し
て、高域混成共鳴域 (ω2ω2ω2 )を示している。 ζの点を境にして、プラズマの内部
pu c 







らなる遅波回路(リング間隔 2cm )を置き、電子プラズマ波を励起するととを試みた。 6) 
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